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平
成
十
三
年
度
宇
詭
市
国
際
親
善
協
会
総
会

員
・
事
業
・
予
算
な

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成

十
三
年
度
総
会
が
、
五
月
二
十
六

日
に
宇
治
市
役
所
八
階
大
会
議
室

で
、
出
席
者
一
七
五
名
（
う
ち
委

任
状
出
席
一
一
二
七
名
、
会
員
数
三

二
二
名
）
　
の
出
席
の
も
と
開
か
れ

ま
し
た
。
議
事
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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＊

　

＊

　

＊

　

＊

ま
ず
、
平
成
十
二
年
度
事
業
報

告
案
お
よ
び
収
支
決
算
案
が
あ
わ

せ
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
、
平
成
十
三
年
度
事
業

計
画
案
お
よ
び
予
算
案
が
あ
わ
せ

て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
収
支
決
算
お
よ
び

平
成
十
三
年
度
予
算
は
次
ペ
ー
ジ

別
表
の
と
お
り
で
す
。

総
会
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
友

好
都
市
と
の
交
流
を
よ
り
親
密
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
友
好
都
市
以
外
の
国
と
の
交

流
も
さ
か
ん
に
行
い
、
ま
た
も
っ

と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
国
際

交
流
に
興
味
を
持
ち
、
国
際
交
流

事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
協
会

運
営
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
二
代

目
会
長
の
池
本
正
夫
氏
が
五
月

二
十
六
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
八
十
歳
で
し
た
。
故
池
本

会
長
は
、
宇
治
市
長
就
任
当
時

か
ら
、
国
際
交
流
の
推
進
は
世

界
平
和
に
通
じ
る
と
の
信
念
の

も
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
進

め
て
こ

ら
れ
ま

し
た
。

ヌ
ワ
】
フ

エ
リ
ヤ

市
・
成

陽
市
・

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
友
好
都
市

盟
約
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
今
日

の
三
都
市
と
の
交
流
の
基
礎
を

築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
市
長

退
任
後
も
宇
治
市
国
際
親
善
協

会
会
長
と
し
て
宇
治
市
の
国
際

交
流
発
展
の
た
め
情
熱
を
傾
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
三
都
市
か

ら
の
訪
問
団
の
皆
さ
ん
を
心
か

ら
歓
迎
さ
れ
て
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
お
土
産
を
手
渡
さ
れ
て
い
た

姿
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
恩
い
出
さ
れ
ま
す
。
心
か
ら

故
池
本
会
長
様
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
の
中
で
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

新
し
い
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。
会
長
に
つ
い
て
は
、
再
度

理
事
会
を
開
催
し
、
選
出
す
る

予
定
で
す
。

＊
　
　
　
＊

【
理
事
】

関
　
誠
一

志
水
啓
二

伊
藤
義
明

大
塚
俊
史

門
奈
邦
治

曽
谷
和
子

加
藤
吉
辰

坂
田
耕
作

堀
井
勝
夫

前
川
桂
子

大
川
　
優

清
水
哲
男

吉
田
利
一

杉
本
貞
雄

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

（
商
工
会
議
所
）

（
青
年
会
議
所
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
宇
治
ロ
ー
タ
リ
ー
）

（
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

（
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
）

（
宇
治
市
体
育
協
会
）

（
体
振
連
合
会
）

（
宇
治
市
消
防
団
）

（
女
性
達
協
議
会
）

（
観
光
協
会
）

（
や
ま
し
ろ
農
協
）

（
茶
生
産
組
合
）

（
茶
商
工
業
協
組
合
）

古
川
宏
司
（
文
化
少
年
団
）

伊
藤
宗
悔
（
茶
道
連
盟
）

菱
田
俊
子
（
日
中
友
好
協
会
）

伊
勢
村
紀
久
子
（
国
際
交
流
ク
）

池
本
和
彦
（
建
設
業
協
会
）

阪
本
　
要
（
造
園
協
会
）

今
村
周
子
（
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
）

野
口
優
子

中
川
意
次

上
林
春
松

城
島
健
治

長
束
元
和

今
川
　
博

塚
本
　
樹

【
監
事
】

向
井
祥
夫

（
朋
友
館
運
営
委
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

（
個
人
）

竹
川
眞
（
京
都
銀
行
）

【
事
務
局
長
】

梅
垣
　
誠
（
市
秘
書
課
長
）

（
以
上
敬
称
略
）
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平成12年度　収支決算
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）　収入の部

項　　 目 当 初 予 算 額 収 入 済 額 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 7 7 0 ．0 0 0 8 3 3 ，00 0 1 ． 個 人 会 員　 ＠ 2 ．0 0 0 ×2 2 8 口　　　　 4 5 6 ，00 0

2 ． 団 体 会 員　 ＠ 5 ，0 0 0 ×　 2 4 ロ　　　 12 0 ，0 0 0

3 ． 法 人 会 員 ＠ 1 0 ，0 0 0 × 2 5 口　　　　 2 5 0 ，0 0 0

4 ． 過 年 度 分　　　　　　　　　　　　 7 ，0 0 0

2 ． 補 助 金 3 ，5 0 0 ，0 0 0 3 ，1 1 2 ．0 2 8 1 ． 宇 治 市 補 助　　　　　　　　　　　 5 0 0 ．0 0 0

2 ． 訪 問 団 派 遣 事 業 補 助　　　　　　 2 ．4 0 1 ，4 2 8

3 ． 京 都 府 国 際 セ ン タ ー 助 成　　　　　 2 0 0 ，0 0 0

4 ． 生 涯 学 習 セ ン タ ー 助 成　　　　　 1 0 ，6 0 0

3 ． 負 担 金 4 00 ，0 00 1 7 8 ．0 0 0 1 ． 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金

英　 語 1 5人 （1 4 人 × 8 ，0 0 0 十 1 人 × 1 0 ．0 0 0 ）1 2 2 ．0 0 0

中 国 語 7人 × 8 ，0 0 0　　　　　　　　　　 5 6 ．0 0 0

4 ． 雑　 入 1，0 00 7 8 2 1 ． 預 金 利 息

5 ．繰 越 金 78 8 ，73 7 7 88 ，7 3 7 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　 計 5 ，4 59 ．7 3 7 4 ，9 1 2 ，5 4 7

平成13年度　収支予算
（単位　円）

項　　 目 当 初 予 算 額 前 年 度 予 算 額 説　　　　　 明

1 ． 会　 費 8 2 5 ，0 0 0 7 7 0 ．0 0 0 1 ． 個 人 会 員　 ＠ 2 ，0 0 0 × 2 2 0 口　　　　 4 4 0 ，0 0 0

2 ． 団 体 会 員　 ＠ 5 ，0 0 0 ×　 25 口　　　 1 2 5 ．0 0 0

3 ． 法 人 会 員 ＠ 川 ，0 0 0 × 2 5 口　　　　 2 5 0 ，0 0 0

4 ． 過 年 度 分　　　　　　　　　　　　 10 ，0 0 0

2 ． 補 助 金 3 ，2 0 0 ，0 0 0 3 ，5 0 0 ，0 0 0 1 ． 宇 治 市 補 助　　　　　　　　　 1．0 0 0 ，0 0 0

2 ， 訪 問 団 派 虐 事 業 補 助　　　　　　 2 ，0 町 0 0 0

3 ． 京 都 府 国 際 セ ン タ ー 助 成　　　　 20 0 ，0 0 0

3　 負 担 金 3 0 0，0 0 0 4 0 0 ．0 0 0 1 ． 語 学 講 座 参 加 者 負 担 金　　　　　　 3 0 0 ．0 0 0

3 0 人

4 ． 雑　 入 1，0 0 0 1 ，0 0 0 1 ． 預 金 利 息

5 ． 繰 越 金 54 3 ，9 3 0 7 8 8 ．7 3 7 1 ． 前 年 度 繰 越 金

合　 計 4 ，86 9 ，9 3 0 5 ．4 5 9 ．7 3 7

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）支出の部

項　 目 当 初 予 算 額 支 出 済 額 説　　　　　 明

1　 会 議 費 5 0 ，0 0 0 3 4 ．88 5 1 ． 総 会 案 内 送 付　　　　　　　　　　 2 1，38 5

2 ． 総 会 出 欠 は か き 1 3 ，5 0 0

2 ． 報 償 費 5 0 ，0 0 0 5 0 ，00 0 1 ． 「観 月 の タ へ 」講 師 謝 礼　　　　　　 50 ．00 0

3 ， 事 務 費 2 0 0 ．0 0 0 8 1 ，9 2 6 1 ． 消 耗 品 費　　　　　　　　　　　　 2 6 ，6 12

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　　　　　　　　 4 4 ，00 0

3 ． 印 刷 製 本 費　　　　　　　　　　 11 ，3 1 4

4 ：事 業 費 4 ，9 8 0 ，0 0 0 4 ，2 0 1 ．8 0 6 1 ． 会 報 発 行 （4 回 ）　　　　　　　　 2 5 7 ，7 5 0

2 ． 語 学 講 座　　　　　　　　　　　　 5 0 8 ，9 5 0

3　 日 本 語 基 礎 講 座　　　　　　　　 8 4 7 ，0 0 8

4 ． ホ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座　　　　　　　 4 ，8 6 3

5 ． 提 携 事 業　　　　　　　　　　　　 8 1 ，0 0 0

6 ． 友 好 都 市 交 流 事 業　　　　　　　 2 ，4 0 1 ，4 2 8

7 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　　　　　　 1 0 0 ，8 0 7

5 ． 予 備 費 1 79 ．7 3 7 0

合　 計 5 ，4 59 ，7 3 7 4 ，3 6 8 ．6 1 7

紐収入額4創2，547円から総支出額4，368，617円を差し引いた残執543，930円は翌年度に繰り越します。

（単位　円）

項　　 目 当 初 予 算 額 前 年 度 予 算 額 説　　　　　 明

1 ． 会 議 費 5 0 ，0 0 0 5 0 ，0 0 0

1 ． 総 会

2 ． 理 事 会

3 ． 運 営 部 会

2 ． 報 償 費 1 0 0 ，0 0 0 5 0 ，0 0 0 1 ， 講 演 会 講 師 謝 礼 等 （ 2 回 ）　　　 1 0 0 ，0 0 0

3　 事 務 費 1 5 0 ，0 0 0 2 0 0 ．0 0 0 1 ． 消 耗 品 費　　　　　　　　　　　　 5 0 ，0 0 0

2 ． 通 信 運 搬 費　　　　　　　　　　　 的 0 0 0

3　 印 刷 製 本 費　　　　　　　　　　　 5 0 ，0 0 0

4 ． 事 業 費 4 ，4 3 0 ，0 0 0 4 ，9 8 0 ，0 0 0 1 ． 会 報 発 行 （ 4 回 ）　　　　　　　　　 2 8 0 ．0 0 0

2 ． 語 学 講 座　　　　　　　　　　　　 5 0 0 ，0 0 0

3 ． 日 本 語 基 礎 講 座　　　　　　　　　 5 0 0 ，0 0 0

4 ． ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座　　　　　 1 0 0 ，0 0 0

5 ． 提 携 事 業　　　　　　　　　　　 1 5 0 ，0 0 0

6 ． 友 好 都 市 交 流 事 業　　　　　　　 2 ，0 0 0 ，0 0 0

7　 留 学 生 探 訪 ツ ア ー　　　　　　　　 4 0 0 ．0 0 0

8 ． 来 訪 者 歓 迎　　　　　　　　　　　 3 0 0 ，0 0 0

9 ． 会 員 研 修　　　　　　　　　　　　 2 0 0 ，0 0 0

5 ． 予 備 費 1 3 9 ，9 3 0 1 7 9 ，7 3 7

合　 計 4 ．8 6 9 ，9 3 0 5 ，4 5 9 ，7 3 7

孤ｅ：抽ｉｍｅ

ストレートティーやアイステイ1、フルーツティーなど、紅茶にはいろいろな飲み方があります。また紅
茶の葉も産地によって色や味も様々。さらに、同じ葉でも滝れ方によってすい′ぶん違います。ここでは、
そんな紅茶の種類や滴れ方を紹介します。今回はスリランカの紅茶の産地とその特徴です。みなさんもい
ろいろな種類の紅茶を試してみてはいかがですか？　次回は、インドと中国の紅茶の産地を紹介します。

ＮＵＷＡＲＡ
ス リランカ中央山脈の霧 に包まれた標高 1800ｍの山岳地帯で栽増された紅茶。厳 しい日光と毎 日発生する霧 の影響

で、良質の茶菓が育つ。清々しい革つぽい香りが特徴のハイグロウンテ ィー。特に乾いた北東のモンスーンの吹く
ＥＬＩＹＡ

ヌワラエ リヤ
12月～ 3 月に摘まれた葉は香り高い最高級品。水色は明るくしっか りした味。ダージリンに似ている。

産地 ：ス リランカ中央部　 水色 ：明るいオ レンジ色　 飲み方 ：ス トレー トティー 、ミルクテ ィー

∪ＶＡ
スリランカ中央山脈の東側、標高 1300ｍ以上の高地で産出される。独特の強い香りのコクのある味わい。ダー ジリ

ン、キーマンと並び、世界三大銘茶のひとつ。 6 ～ 9 月の乾期に摘まれたものが最高級品。美しい水色がティーカツ
ウヴァ プの緑に描き出す金色の輪は 「コールテンカップ」 と呼ばれ、高品質な証である。

産地 ：スリランカ南東部　 水色 ：明るい紅色　 飲み方 ：ミルクテ ィー

ＤＩＭＢＵＬＡ
ス リランカ中央山脈の西側、ウヴアのち ょうど反対側の高地で栽培されているハ イグロウンティ。ベス トシーズン

は 1 ～ 2 月。高地の紅茶であるの に、タンニン含有量が少ないのでアイステ ィーやバリエーションテ ィーに最適。
ディンブラ バラの香 りがし、くせのない紅茶。

産地 ：ス リランカ西部　 水色 ：オ レンジ色　 飲み方 ：アイステ ィー、バリエーションテ ィー

ＣＡＮＤＡＹ
古都キヤンデイを中心にした高原地帯で栽培され る代表的なミディアムグロウンティ。鮮やかな水色 とソフ トで丸

みのある味わい。スリランカ国内ではもっともポ ピュラーな紅茶。渋みが少ないので素材の味を生かすパリエーシヨ
キ ャンデ ィ ンティーにはぴったり。また水色が大変美 しく、アイスティーに向いている。

産地 ：ス リランカ中央部　 水色 ：濃いオレンジ色　 飲み方 ：バ リエーションティー、アイスティー

ＲＵＨＵＮＡ
シンパ リ語で 「南」を意味するルフナは、ス リランカ南部の熱帯雨林に点在する茶園で栽増される紅茶。高温 多湿

の気象条件で産出されるルフナは水色が濃 く燻したような独特なフレーバーが特徴。渋みは少なく、中近東で人気
ルフナ がある。

産地 ：ス リランカ南部　 水色 ：深く濃い紅色　 飲み方 ：ミルクテ ィー
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ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
・
戚
陽
市
友
好
都
市
盟
約
締
結
十
五
周
年

市
民
の
手
に
よ
る
意
義
あ
る
交
流

本
年
度
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
及
び
中
国
・
成
陽

市
と
そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市
盟
約
を

結
ん
で
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
五
年
と

い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
多
く
の
宇
治
市
民

が
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
や
威
陽
市
を

訪
問
さ
れ
、
ま
た
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
や
成
陽
市
か
ら
も
多
く
の
方
々

が
来
手
さ
れ
ま
し
た
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
に
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
に
於
い
て
、
成
陽
市
と
は
、
同

年
七
月
に
宇
治
市
に
於
い
て
、
両

市
の
友
好
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
、

両
市
及
び
両
市
民
に
と
っ
て
有
益

か
つ
相
互
利
益
と
な
る
友
好
交
流

関
係
を
推
進
す
る
た
め
、
盟
約
の

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
副
会
長

調
印
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
友
好
の
か
け
は
し
と
し
て
、

末
永
く
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
民
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
日
本
庭
園
及
び

消
防
自
動
車
の
寄
贈
が
昭
和
六
十

二
年
七
月
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と

の
主
な
交
流
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
年
四
月
　
公
式
訪
問
団
の

派
遣

平
成
二
年
五
月
　
パ
ン
ド
ラ
市
長

〓
付
が
釆
宇
さ
れ
第
四
十
二
回

全
国
植
樹
祭
に
参
加

平
成
五
年
十
月
　
公
式
訪
問
団
を

派
遣
し
ナ
リ
ー
ヌ
新
市
長
と
交

流
平
成
五
年
十
一
月
　
ナ
リ
ー
ヌ
市

長
一
行
が
釆
宇

平
成
八
年
二
月
　
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
民
三
名
が
第
十
三
回
宇
治
川

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

平
成
八
年
十
月
　
ナ
リ
ー
ヌ
市
長

一
行
が
植
物
公
園
開
園
式
に
参

加
（
樹
木
の
寄
贈
）

等
々
、
多
く
の
相
互
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

本
市
よ
り
の
訪
問
は
、
平
成
五

城
　
島

年
の
訪
問
団
の
派
遣
以
後
、
ス
リ

ラ
ン
カ
国
内
に
お
け
る
内
紛
の
た

め
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様
も
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
良
く
ご
存
知
の
事
と
思
い
ま

す
が
、
北
部
・
東
部
地
域
の
分
離

独
立
を
主
張
す
る
タ
ミ
ル
過
激
派

（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
　
が
政
府
軍
警
察
に

対
す
る
武
力
闘
争
を
続
け
て
お
り
、

渡
航
に
つ
い
て
外
務
省
は
、
海
外

危
険
情
報
を
出
し
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
地
域
に
は
、
観
光
旅
行
延
期

勧
告
を
発
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

様
な
状
況
の
も
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ

国
内
が
落
ち
着
く
ま
で
訪
問
交
流

に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
患
わ

れ
ま
す
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

一
方
、
宇
治
市
内
に
お
い
て
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
の
皆
様
が
当

初
よ
り
今
日
ま
で
多
く
の
活
動
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ

訪
問
は
も
と
よ
り
、
昨
年
一
年
間

だ
け
で
も
ス
リ
ラ
ン
カ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
デ
ー
に
参
加
さ
れ
、
淡
路
花
博

会
場
に
て
ス
リ
ラ
ン
カ
民
族
舞
踊

の
披
露
を
は
じ
め
、
市
内
各
地
で

ス
リ
ラ
ン
カ
紅
茶
・
ス
リ
ラ
ン
カ

料
理
・
民
族
舞
踊
等
を
通
じ
ヌ
ワ

ラ
エ
リ
ヤ
と
の
市
民
交
流
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
様
に
市
民
の

手
に
よ
る
多
く
の
意
義
の
あ
る
両

市
の
交
流
が
な
さ
れ
ま
す
様
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
の
会
費
の

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
当

協
会
の
運
営
は
皆
様
の
会
費

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
会
の
運
営
や
活
動
を
活

発
に
す
る
た
め
に
も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
二
親
個
人
会
員
　
二
千
円

団
体
会
員
　
五
千
円

法
人
会
員
一
万
円

京
都
銀
行
…

宇
治
支
店
・
普
通
預
金

＝

　

6

7

8

4

5

9

京
都
中
央
信
用
金
庫
…

宇
治
支
店
・
普
通
預
金
＝

3
2
2
1
0
3
5

＊
い
ず
れ
も
受
取
人
は
『
宇

治
市
国
際
親
善
協
会
』
で
す
。

メル・ローゼンバーガー
市長からの手紙

少し前になりますが、平成13年3月

1日の宇治市制施行50周年記念式典に

あわせて、カムループス市公式訪問団

が来訪されました。その時のお礼の手

紙が届きましたのでご紹介します。
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

カムルーブスの宇治訪問団は全員無

事に自宅へ戻りました。宇治滞在中に

受けた素晴らしい歓迎や交流誌をして

おります。私達は素晴らしい宇治市で

の滞在中にあなた（宇治市長）や小牧

議長、宇治市議会の議員による心優し

い歓迎をいつも思い出すことでしよう。

あらためまして、宇治市制施行50周

年おめでとうございます。また、記念

すべき式典にご招待を頂き、感謝申し

上げるとともに光栄に感じております。

こちらカムルーブスでも気温が10度

から15度と上昇しており、谷底から雪

が溶け始め、春が近づいています。今

度はカムルーブスへ来られる日を楽し

みにしております。私達が宇治で過ご

したように次回カムルーブスへ来られ

た時にも楽しんで頂けることを願って

おります。どうぞこれからも宇治のニュー

スを聞かせてください。

敬　具

メル・ローゼンバーガー市長
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平
成
十
三
年
度
　
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
事
業
の
ご
紹
介

啓
発
・
研
修
事
業

0
国
際
交
流
講
演
会
の
開
催

一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
際
交

流
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

国
際
理
解
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
会
員
及
び
市
民
の
方
を

対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
期
、
内
容
な
ど
は
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

年
四
回
、
約
五
〇
〇
部
を
発
行

し
、
会
員
の
皆
様
や
関
係
団
体
に

お
配
り
し
ま
す
。

今
後
よ
り
一
層
内
容
の
充
実
を

図
り
、
楽
し
い
紙
面
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

当
協
会
や
国
際
親
善
な
ど
に
関
す

る
こ
と
で
、
体
験
談
や
ご
意
見
な

ど
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
記
事
の

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。▲世界料理教室

○
語
学
構
成

例
年
、
中
国
語
と
英
語
の
初
級

コ
ー
ス
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
内
容
を
検
討
中
で
す
。

十
月
頃
の
開
講
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
中
国
語
や
英
語
以
外
で

も
こ
ん
な
国
の
言
葉
を
学
び
た
い
、

こ
ん
な
内
容
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
、

ご
意
見
や
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
当
協
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

当
協
会
が
目
指
す
市
民
の
草
の

根
交
流
の
核
と
な
る
人
を
養
成
す

る
た
め
に
会
員
及
び
市
民
の
方
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
も

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
外
国
の
方
を
家

に
お
迎
え
す
る
時
に
ど
う
い
う
こ

と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ

た
事
を
中
心
に
学
び
ま
す
。
国
際

交
流
は
、
始
め
た
い
と
恩
え
ば
誰

で
も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
講
座
で
国
際
交
流
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
一
人

で
も
多
く
、
交
流
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
恩
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
講
座
の
中
で
は
参
加
者
同
士

の
交
流
が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、

あ
わ
せ
て
後
に
掲
載
し
て
い
る

「
宇
治
市
内
留
学
生
市
内
探
訪
ツ

ア
ー
」
　
の
ご
案
内
も
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

開
催
時
期
は
平
成
十
三
年
秋
頃

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
秋
頃
発
行
の
市
政
だ
よ
り
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

つ
い
て
の
調
査
・
研
究

国
際
化
が
進
み
、
外
国
人
と
接

す
る
機
会
が
増
え
る
中
、
宇
治
市

内
に
在
住
又
は
来
訪
す
る
外
国
人

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
先
進

都
市
等
を
参
考
に
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
す
。

▲ホームステイ講座

交
流
推
進
事
業

遭
事
業
協
力

・
平
成
十
三
年
十
月

友
好
都
市
盟
約
締
結
十
五
周

年
記
念
宇
治
市
成
陽
市
公
式
訪

問
団

・
平
成
十
四
年
三
月

宇
治
市
気
功
太
極
拳
連
盟
成

陽
市
訪
問
団

迎
し
ま
す
。

・
平
成
十
三
年
七
月

フ
ラ
ン
ス
　
カ
ン
大
学
合
唱

団
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業

受
入
事
業
協
力

・
平
成
十
三
年
七
月

友
好
都
市
盟
約
締
結
十
五
周

年
記
念
成
陽
市
公
式
訪
問
団

・
平
成
十
三
年
十
月

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
訪

問
団

Ｑ
韓
国
帰
国
者
日
本
謹
基
礎
講
塵

の
開
催
中
国
か
ら
の
帰
国
者
を
対
象
と

し
た
日
本
語
基
礎
講
座
を
開
催
し
、

語
学
力
の
向
上
と
友
好
を
深
め
ま

す
。
Ｑ
日
本
語
構
盛
の
開
催

宇
治
市
内
在
住
の
外
国
人
を
対

象
に
し
た
日
本
語
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

迎
当
協
会
は
、
友
好
都
市
を
は
じ

め
外
国
都
市
か
ら
の
来
訪
者
を
歓

ア
ー
の
明
促

宇
治
市
の
観
光
や
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
通
じ
て
宇
治
市
内
の
外
国

人
留
学
生
に
宇
治
市
を
紹
介
し
、

宇
治
市
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
市
民
の
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
開
催
予
定

は
平
成
十
三
年
秋
頃
で
す
。

国
際
親
善
や

国
際
交
流
に
全

く
縁
の
な
か
っ

た
私
が
、
こ
の

度
宇
治
市
国
際

親
善
協
会
事
務

局
長
を
拝
命
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
間
、
協
会
の
運
営
部
会
や

理
事
会
、
総
会
等
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
様
の
熱
心

な
活
動
状
況
を
お
聞
き
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

国
際
化
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久

し
く
な
り
ま
す
が
、
宇
治
市
に
負

け
ず
劣
ら
ず
全
国
の
い
ろ
ん
な
地

域
や
団
体
で
諸
外
国
と
の
交
流
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
で
物
事
が
考
え
ら
れ

る
今
、
文
化
や
生
活
習
慣
が
違
う

人
同
士
が
お
互
い
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
は
、
形
だ
け
に
終
わ
る

も
の
で
は
な
く
、
同
じ
人
間
と
し

て
の
　
「
心
」
が
通
い
、
い
つ
ま
で

も
心
で
信
頼
で
き
る
交
流
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
恩
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
諸
外
国
の

人
々
と
の
出
会
い
の
素
晴
ら
し
さ

を
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
広
め
て

い
た
だ
き
、
国
際
交
流
の
輪
が
ま

す
ま
す
広
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
1
　
　
　
　
　
（
梅
垣
）
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